
」

」

」

」

」

」

７
中
「
又
は
七
六

GHz
を
超
え
七
七

GHz
以
下
」
を「
、
七
六

GHz
を
超
え
七
七

GHz
以
下
又
は
七
七

GHz
を
超
え
八
一

GHz
以
下
」

に
改
め
、
同
表
注
17
中
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
削
り
、「
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
四
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
九

条
の
二
十
九
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

様
式
第
７
号
注
４
の
表
中 「

第
２
条
第
１
項
第
1
0号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
0号
の
２
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
0号
の
３
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
1号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
1号
の
２
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
1号
の
２
の
２
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
1号
の
２
の
３
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｖ
ＴＷＲ
Ｚ

Ｘ
Ｚ

Ｙ
Ｚ

Ｗ
Ｖ

Ｄ
Ｔ

」

を「
第
２

条
第
１
項
第
1
0号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｖ
Ｔ

」

に
、

「
第
２
条
第
１
項
第
5
0号
に
掲
げ
る
無
線
設

第
２
条
第
１
項
第
5
1号
に
掲
げ
る
無
線
設

第
２
条
第
１
項
第
5
2号
に
掲
げ
る
無
線
設

備備備

Ｈ
Ｖ

Ｉ
Ｖ

Ｊ
Ｖ

」

を「
第
２
条
第
１
項
第
5
1号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｉ
Ｖ

」

に
、

「
第第第

２
条
第
１
項
第
5
4号
の
３
に
掲
げ
る
無
線
設
備

２
条
第
１
項
第
5
5号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

２
条
第
１
項
第
5
6号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｎ
Ｔ

Ｍ
Ｖ

Ｎ
Ｖ

」

を

第
２
条
第
１
項
第
5
4号
の
３
に
掲
げ
る

Ｎ
Ｔ

」

に
改
め
る
。

無
線
設
備

「
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別
表
第
一
号
一
^
ウ
中
「
、
第
十
号
の
二
、
第
十
一
号
、
第
十
一
号
の
二
（
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線

通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
陸
上
移
動
局
が
使
用
す
る
周
波
数
の
電

波
を
送
信
す
る
も
の
に
限
る
。）」
及
び
「
、
第
四
十
九
条
の
六
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
項
、
第

四
十
九
条
の
六
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
、
同
項
第
二
号
ロ
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
削
る
。

別
表
第
二
号
第
三
注
１
た
だ
し
書
中
「若

し
く
は

7
6
G
H
zを
超
え

7
7
G
H
z以
下

」
を
「、
7
6
G
H
zを
超
え

7
7

G
H
z以
下
若
し
く
は
7
7
G
H
zを
超
え
8
1
G
H
z以
下

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
、
又
は
免
許
を
申
請
し
て
い
る
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
九
条
の
六
、
第
四
十
九
条
の
六
の

三
か
ら
第
四
十
九
条
の
六
の
五
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
六
の
九
、
第
四
十
九
条
の
六
の
十
一
、
第
四
十
九
条
の
八
の

三
、
第
四
十
九
条
の
二
十
八
又
は
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
旧
規
則
第
四
十
九
条
の
六
、
第
四
十
九
条
の
六
の
三
か
ら
第
四
十

九
条
の
六
の
五
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
六
の
九
、
第
四
十
九
条
の
六
の
十
一
、
第
四
十
九
条
の
八
の
三
、
第
四
十
九

条
の
二
十
八
又
は
第
四
十
九
条
の
二
十
九
の
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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